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ななせダムの概要
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■ななせダムの諸元

■位置図

〇場 所
大分県大分市（大分川水系七瀬川）

〇目 的
洪水調節（大分川、七瀬川の洪水防御）
流水の正常な機能の維持
水道用水の供給（大分市：最大0.405ｍ3/s）

〇諸 元 ロックフィルダム
高さ91.6m、総貯水容量2,400万m3

○工 期 昭和62年度～平成31年度
〇総事業費

約1,036億円

■計画高水流量配分図

常用洪水吐き閉塞状況

自然調節方式ダムのため、試験湛水
時（非洪水期）は、常用洪水吐きを鋼
製ゲートで閉塞して貯留をおこなって
いる

単位:m3/s（ ）は基本高水のピーク流量
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ななせダム周辺の関係施設等
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試験湛水とは
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○試験湛水とは・・・ダム本体の建設完了後、人為的に水を貯め堤体・貯水池周辺斜面
の安全性確認を行う試験

※SWL＝サーチャージ水位（以降SWL）

非出水期



ななせダムの試験湛水
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①平成30年2月 試験湛水開始

②平成30年7月 常時満水位到達

③令和元年5月 EL:187.86ｍまで経験

④令和２年5月 EL154.5m（最低水位）まで低下

⑤令和６年５月 経験最高水位
EL:189.08ｍ （SWLとの差・・・6.72m）

○ななせダム試験湛水の経緯

H３０ H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8
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試験湛水長期化の要因（雨量と流況）

月平均流量（豊水年・平水年・渇水年）

※ 流 況・・・試験湛水計画期間（H18～H27）にて示す。
豊水年： 1/10の確率に相当する開始年（ 1番目／10年間）
平水年： 1/ 2の確率に相当する開始年（ 5番目／10年間）
渇水年：10/10の確率に相当する開始年（10番目／10年間）

非洪水期10/20～
（試験湛水期間）

非洪水期の今市雨量観測所の雨量

気候変動により地球の平均気温が２℃上昇した場合の渇水傾向

大分川水系3.0~3.5倍

非洪水期～6/10
（試験湛水期間）
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試験湛水長期化の要因（流出率）

洪水時流出率通年流出率地点

64～74 ％57％ななせダム

69～86 ％78％胡麻鶴地点

53～82 ％87％同尻地点

60～77 ％69％府内大橋地点

ななせダム

胡麻鶴

府内大橋

同尻

大分川水系の流出率一覧表

※通年流出率は、各地点の総流出高（各地点の流出量（流入量）
を積分し流域面積で除した数値）を総雨量で除して算出。

洪水時流出率は、同様の計算手法で、洪水（ダム地点ピーク流
入量70m3/sを超過する上位5洪水を対象）期間のみで算出。

火砕流堆積物系 第四紀火山岩系 花崗岩系

簡略地質図凡例



貯水池から地山への浸透についての調査結果

7ダム地点流入量（ダムコン算定）とダム上流で直接観測した流入量との比較

流量観測地点位置図

七瀬川本川 尾原川

〇流量観測地点

流量観測の状況
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・湖面利用 ・事前放流

・ゲート設置・撤去費用 ・試験湛水期間中の下流の流量 等

湖面利用試行状況（ボート遊び）

ななせダムの試験湛水長期化による課題

ダム下流河川の利用状況（鮎釣り）



経験最高水位とダム堤体との関係

貯水位－貯水容量関係図

ダム堤体と経験最高水位の関係図

最低水位 EL154.500

常時満水位 EL176.400

経験最高水位 EL189.080

サーチャージ水位 EL195.800
設計洪水位 EL198.300 ダム天端標高 EL201.600 非越流部標高 EL200.600

堤
高
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経験最高水位時の状況（R6.5.20（WL189.08m））

SWL195.8m

堤体から上流を望む

上流左岸から堤体を望む
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○浸透流観測孔（浸透量）
○堤体GPS（変位量）

○三角堰（浸透量）

ダムの安全性評価（堤体・基礎地盤における考え方）



貯水池周辺斜面の安全性評価（考え方）

安全性評価
（経験範囲の計測・点検結果より異常がなく、SWL想定においても懸念がない）

SWL未到達により安全性が
確認できていないリスク

区分

試験湛水条件化（貯水位低下１ｍ／1日）での安全性を確認―水没した
精査対象BL

① 現時点までの湛水の結果、水際斜面の浸食、地すべり変状は確認されない
② 未経験範囲に地質・地形的な変化がない
③ 貯水位低下時の地下水位計測の結果より残留率の設定が妥当と確認
④ 地すべり形状、設計条件の設定が妥当であることを確認
⑤ 残留率100％と仮定した場合の感度分析を行い、安全率1.0を下回らない

冠水後の貯水位低下とともに
地山地下水位が残留し不安定
化しないか確認できていない

水没していない精査
対象BL

最新の技術指針に基づいた地形判読、現地踏査により、見逃しや見誤りがないことを確認
初期湛水により不安定化する
斜面がないか確認できていな
い

その他斜面

その他斜面
保全対象あり

保全対象なし

SWL：１９５．８ｍ

経験最高水位：El.189.08m

NWL：１７６．４ｍ

水没していない精査BL
（保全対象あり）
（動態計測あり）

水没していない精査BL
（保全対象なし）
（動態計測なし）

水没した精査BL
（安全性確認）

R26-R
計 １BL

R23、R25、R26-K、R31、
R32、R33、L8、 L19
計 8BL

R13、R14、R21、R16
R17、L9、L11、L12、L13
計 9BL

※R26、R33：
対策工実施斜面
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得られたデータの傾向から想定すると安全性に問題ない

ななせダムの安全性評価
＜ダム堤体・基礎地盤の安全性評価＞

 浸透量はダム規模に対して少量であり、巡視点検の結果、ダム安定性に影響を及ぼすような異常は確認されていない。

 変形量は、他ダムの実績と比較しても正常な数値を示しており、巡視点検の結果、ダム安定性に影響を及ぼすような異常は確認されていない。

 基礎掘削面の状況、堤体施工時の品質管理結果などから、未経験水位範囲に特異な課題はなく、貯水位がサーチャージ水位まで上昇しても
浸透量・各孔浸透量・変位量は管理基準値以内に収まると想定される。

＜貯水池周辺斜面の安全性評価＞

 最新の技術指針に基づき、机上調査、地質調査結果の再確認など地すべりの可能性を再評価して見落とし等がないことを確認している。

 地すべり斜面等にて巡視、点検、計測を行った結果、地すべり性の滑動が懸念されるような異常は確認されておらず、貯水位変動時の地下水
位変動実績より残留率などの設計条件も妥当であることが確認され、貯水位がサーチャージ水位まで上昇しても安全性に問題ないと想定さ
れる。

＜ななせダムの安全性評価＞

 試験湛水中の計測・巡視・点検の結果、異常は確認されておらず、現状において安全性に問題ないと評価している。また、基礎掘削面の状況、
堤体施工時の品質管理結果、地すべり斜面において貯水位の変動と孔内水位の変動の追随性などから、未経験水位範囲に特異な課題はなく、
貯水位がサーチャージ水位に到達した場合でも、得られたデータの傾向から想定すると、ダム堤体・基礎地盤、貯水池周辺斜面の安全性は問
題ないと評価する。
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保全対象あり
保全対象なし

SWL：１９５．８ｍ

経験最高水位：El.189.08m

NWL：１７６．４ｍ
管理基準値

経験最高水位：El.189.08m
SWL：１９５．８ｍ

基礎掘削面の状況、堤体盛立品質試験結果などから未経験水位範囲に特異な課題はない

今までの
計測データ

※巡視・点検により
異常は確認されて
いない

計測値

貯
水

位



今後の試験湛水について
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要領（案）に定められたSWLには未到達→不確実性が残る 試験湛水は継続

洪水貯留による試験湛水へ移行するため、安全性評価、計測、監視方法について学識者等からの客観的・多
面的意見を反映するために、試験湛水検討委員会を開催、試験湛水方法の変更案について審議した。

SWL

NWL

経験最高水位

貯
水

位

貯水位上昇
２～４時間

SWL水位保持
０～数時間程度

貯水位降下速度
13m／日

0.6～0.7m／時間

貯水位降下
９～１０時間

異常時に貯水位操作
行えない

貯水位降下速度
1m／日

SWL水位保持
２４時間以上

異常時に貯水位操作可能

今までの試験湛水 これからの試験湛水

ダム堤体・基礎地盤、
貯水池周辺斜面の安定性

客観的評価

急激な貯水位変動下における
適切な計測・監視及び安全性

確認体制

 九州地方ダム等管理フォローアップ
委員会計測モニタリング部会及び大
分川ダム試験湛水検討委員会によ
る安全性確認体制

建
設
完
了
の
公
示

R8.4

安
全
性
確
認
を
継
続

① 計測機器の自動化（１回／時間）による計測頻度の確保
② CCTVカメラによる外観監視体制の確保と臨時点検の実施
③ 本検討会に計測データ等を報告・公表し、客観的に安全性評価を実施
④ 試験湛水実績を反映した管理基準の設定
⑤ 未経験水位到達時は、ダム周辺周回道路の立入禁止措置を実施
⑥ データ共有システム構築による関係機関へのデータ同期化

試験湛水検討委員会にて審議


